
 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１日（水）にアイマスク体験を行いました。 

点字ブロックや白杖などの道具について学んだり、アイマスクをつけて実際に校内を歩き、

目の不自由な方の思いを感じたりしました。体験をしてみると、何も見えないことの怖さや

サポートをする時の声かけの大切さなどを感じていました。 

学習を終えた子供たちは、「周りが見えなかったので、いつも通っているろう下が長く感

じた。」や「何も見えなくてすごく怖かったけど、サポートをする人が手すりを持たせてく

れたり、次になにがあるのか教えてくれたりして、すごく安心した。」と話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 8日（水）に車いす体験を行いました。 

子供たちは、普段乗ることのない車いすの扱い方に戸惑いながらも「支える思い」と「支

えられる思い」を学習しました。実際に体験してみて、普段何気なく歩いている場所の小さ

な段差が怖く感じたり、狭い場所の車いすの移動の難しさを学んだりしていました。 

体験を終えた子供たちは、「足の不自由な人がどれだけ不安で生活しているかを知り、困

っている人に声を掛けられるような人になりたい」と話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高屋西小学校 第４学年 

令和８年７月 10日 №７   

☆みんなとスクラムを組む（協力する） 

☆力を集結させて積極的に取り組む 


